
主催:とちぎ障がい者相談支援専門員協会－Tochigi Consultation Support Specialist Association－(TO-CA(とーか)) 

栃木県内で働く相談支援専門員等の職能団体。 
* 愛称「ＴＯ―ＣＡ（とーか）」の意味 *
等価 …私たちは、障がいがあっても平等の価値が保障される社会を目指す 
灯火 …私たちは、障がいがある方やそのご家族の道しるべとなる灯のような存在になれるよう努力する 

東洋大学福祉社会開発研究センター客員研究員、一橋大学 非常勤講師、津田塾
大学非常勤講師・国際関係研究所客員研究員（2022 年度津田塾大学「優良教育

賞」受賞）、一般社団法人“人間と性”教育研究協議会幹事。特別支援学校の教員と
して働いた後、早稲田大学大学院教育学研究科（修士課程）、筑波大学大学院人
間総合科学学術院（博士後期課程）で知的障害児・者の「性の権利」を尊重した教
育および支援に関する研究に取り組んだ。現在も研究を進めながら、執筆や講演活動、
社会福祉法人等へ「性」に関する支援のアドバイスなどもおこなっている。

とちぎ障がい者相談支援専門員協会研修会 

日時

場所

門下先生による講話
グループワーク

費用

定員

協会会員：無料
そ の 他：500円

60名程度
（超過の場合、調整あり）

障がいのある子どもたちへの性教育ってどう考える？どうする？【実践編】
～見かたから気づきへ 気づきから見かたへ～

国際的に「包括的性教育」が推進されている中、日本における障がいのある子どもたちへの性教育はどうなって
いるのか、そして、子どもたちを取り巻く大人たちは、どのように性に向き合い、伝えているのか、それぞれの現場や
立場でどのようなことから始めることができるのかとの思いから、当協会では本年6月に門下祐子先生をお迎えして
研修会を開催しました。
先生からは、性教育とは「性は、からだのことだけでなく、友人・パートナーとの人間関係や社会的な関係を含む
人生の基盤となる概念であり、自分の性について決定したり他者の権利を尊重したりすることを学ぶポジティブな
もの」と教えていただき、私たちはたくさんの学びや気づきを得ました。
今回は【実践編】として、再び門下先生をお迎えし、講話のほか、現場で使える実践方法の体験や各現場で
の実践交流などを行います。

内容

ﾏｽｺｯﾄｷｬﾗｸﾀｰ
とーかくん

令和5年12月17日(日)
13:30～16:30 13:00開場

watajun1129@yahoo.co.jp

お問い合わせ先

＊フォーム入力に不具合がある方は、メールで
お問い合わせください。難しい場合はお電話ください。

090-4824-5112(渡辺)

お申込みはコチラ▶

とちぎ青少年センター（愛称：アミークス）

〒320-0066 栃木県宇都宮市駒生1丁目1番6号

申し込み締め切り：12月8日(金)

https://forms.gle/fPtVb5dSbsFgQQYr5

＊障がいなどにより合理的配慮を必要とされる方の締め切りは
11月18日(土) 申し込みフォームに必要事項をご記入ください。

講師
かどした ゆうこ

門下 祐子 氏

＊会場参加のみです。配信等はありません。



引用：「とちぎ青少年センター」案内図http://tyouth.ecnet.jp/annaizu.pdf
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